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荒
木
詩
郎
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

市
長
は
、
そ
の
任
期
中
、
行

財
政
改
革
を
断
行
し
て
成
果
を

上
げ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
評

価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
市

長
は
次
期
市
長
選
挙
へ
立
候
補

せ
ず
に
市
政
か
ら
引
退
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。
自
ら
の
市
政

３
期
12
年
を
ど
う
総
括
し
、
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

答
　

就
任
時
の
市
の
財
政
は
非

３
期
12  
年
を
ど
う
評
価
す
る

行
財
政
改
革
に
成
果
上
げ
た

市長の市政総括

常
事
態
の
状
況
に
あ
っ
て
、
歳

入
に
合
っ
た
歳
出
を
基
本
に
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
行

政
改
革
で
は
、
市
民
の
目
線
で

組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進

め
て
き
た
。
周
囲
か
ら
は
急
ぎ

す
ぎ
と
の
指
摘
も
あ
り
、
迷
惑

も
か
け
た
が
、
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
議
会
の
協

力
や
市
民
の
理
解
、
職
員
の
努

力
の
賜
物
と
感
謝
し
て
い
る
。

寒
川
一
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

平
成
21
年
6
月
定
例
会
に
お

い
て
、
平
和
市
長
会
議
へ
の
加

盟
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
の
答
弁
が
な

さ
れ
た
。
県
内
で
21
年
度
、
千

葉
市
を
含
む
２
市
が
新
た
に
加

盟
し
、
本
市
も
既
に
加
盟
し
て

い
る
他
市
の
活
動
状
況
を
確
認

し
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
加
盟

本
市
の
会
議
加
盟
の
時
期
は
い
つ
頃
か

平
和
都
市
宣
言
25 
周
年
の
21 
年
度
中
に

平和市長会議

の
時
期
は
い
つ
頃
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　

平
和
市
長
会
議
へ
の
加
盟

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
21
年
が

核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
か

ら
25
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
22
年
に
核
不
拡

散
条
約
再
検
討
会
議
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
宣
言
月
の
11

月
中
の
加
盟
を
目
指
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

１
年
前
の
議
会
で
身
体
障
害

者
の
雇
用
促
進
の
質
問
に
対
し
、

一
般
行
政
職
の
採
用
枠
と
は

別
に
身
体
障
害
者
対
象
の
採
用

計
画
を
策
定
す
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
進
捗
状
況
を
問
う
。

　

ま
た
、
年
齢
学
歴
撤
廃
の
採

用
試
験
制
度
導
入
か
ら
６
年
が

経
過
し
た
が
、
高
卒
者
の
採
用

が
な
い
。
今
後
は
採
用
試
験
を

身
体
障
害
者
採
用
枠
設
置
の
進
捗
状
況
は

平
成
21 
年
度
に
試
験
を
実
施
す
る

市役所職員採用試験

高
卒
、
大
卒
、
年
齢
学
歴
撤
廃

の
３
部
に
分
け
て
は
ど
う
か
。

答
　

平
成
21
年
度
は
、
身
体
障

害
者
対
象
の
試
験
を
実
施
予
定

で
、
第
一
次
選
考
を
11
月
1
日

に
行
い
、
今
後
も
実
施
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
高
卒
枠
の
採

用
と
ス
ポ
ー
ツ
・
学
術
分
野
に

秀
で
た
人
材
の
採
用
は
、
年
齢

学
歴
撤
廃
後
の
検
証
を
行
っ
た

後
に
検
討
し
た
い
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

本
市
は
価
格
を
競
う
一
般
競

争
入
札
が
原
則
だ
が
、
そ
の
結

果
、
低
入
札
が
増
加
し
市
内
業

者
が
疲
弊
し
て
い
る
。
低
入
札

の
実
態
を
問
う
。
ま
た
、
入
札

ま
で
の
事
務
を
各
課
で
行
っ
て

い
る
た
め
、
入
札
結
果
に
疑
問

が
生
じ
る
案
件
が
あ
る
。
労
働

者
の
生
活
確
保
の
た
め
、
市
と

し
て
統
一
し
た
業
務
委
託
の
方

低
入
札
が
増
加
し
市
内
業
者
が
疲
弊

総
合
評
価
公
共
調
達
制
度
の
創
設
を
検
討

業務委託の入札

向
性
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

平
成
20
年
度
の
業
務
委
託

の
低
入
札
件
数
は
６
６
６
件
中
、

１
２
８
件
で
あ
る
。
低
価
格
競

争
の
防
止
策
と
し
て
、
最
低
制

限
価
格
の
設
定
や
総
合
評
価
公

共
調
達
制
度
の
創
設
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
資
格
要
件
や

実
績
要
件
の
入
札
参
加
資
格
の

設
定
等
、
関
係
課
と
協
議
し
、

統
一
す
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

　

先
に
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議

員
選
挙
の
期
日
前
投
票
に
お
い

て
、
各
投
票
所
の
投
票
時
間
が

異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投

票
立
会
人
の
報
酬
が
同
額
で
あ

る
。
時
間
給
に
す
る
な
ど
、
従

事
時
間
に
見
合
っ
た
支
給
額
に

な
る
よ
う
な
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答
　

投
票
立
会
人
の
報
酬
は
、

従
事
時
間
に
見
合
っ
た
報
酬
額
に
す
べ
き

投票所立会人報酬

条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
定

額
を
支
給
し
て
い
る
が
、
投
票

時
間
の
長
短
に
よ
る
不
公
平
感

は
否
め
な
い
。
立
会
人
へ
の
説

明
不
足
等
、
今
回
の
反
省
を
次

に
生
か
し
た
い
。

　

ま
た
、
報
酬
を
時
間
給
と
し

て
支
給
す
る
に
は
条
例
の
改
正

が
必
要
と
な
る
。
時
間
給
以
外

に
も
良
い
方
法
が
な
い
か
検
討

し
て
い
く
。

宮
田
か
つ
み
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
て

職
員
研
修
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
市
民
が
成
果
を
実
感
で
き

な
い
。
職
員
の
健
康
状
態
が
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
及
ぼ
す
影
響
と
、

事
業
の
継
続
性
や
市
民
評
価
の

視
点
か
ら
、
職
員
数
削
減
の
実

態
に
つ
い
て
の
認
識
を
問
う
。

答
　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
は
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
分
か
り

市
民
が
成
果
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
を

研
修
体
制
見
直
す
必
要
あ
る
と
考
え
る

職 員 研 修

や
す
い
対
応
と
、
何
よ
り
、
職

員
の
健
康
が
大
切
で
あ
る
。
研

修
の
成
果
が
上
が
る
よ
う
、
研

修
体
制
に
つ
い
て
も
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
過
去
10
年
で
正
規
職

員
を
６
０
０
人
削
減
し
た
が
、

臨
時
及
び
非
常
勤
職
員
を
人
工

換
算
で
５
３
０
人
増
や
し
、
削

減
さ
れ
た
経
費
は
様
々
な
事
業

に
振
り
分
け
て
い
る
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
か
ら
「
借
金
の
返
済
に

追
わ
れ
市
民
税
等
の
完
納
の
見

通
し
が
つ
か
な
い
が
、
市
担
当

者
は
こ
ち
ら
の
事
情
を
聞
い
て

く
れ
な
い
」
と
の
相
談
が
あ
っ

た
。
本
市
は
市
民
税
等
の
滞
納

者
へ
の
徴
収
強
化
を
図
っ
て
い

る
が
、
滞
納
の
理
由
に
は
様
々

な
背
景
が
あ
る
。
増
税
で
市
民

負
担
が
重
い
中
、
市
民
の
立
場

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
対
応
と
れ
な
い
か

個
々
の
事
情
聞
き
相
談
に
応
じ
て
い
る

市民税等の滞納

に
立
っ
た
対
応
が
と
れ
な
い
か
。

答
　

再
三
に
わ
た
る
納
税
の
呼

び
掛
け
に
も
応
答
が
無
い
場
合

に
は
、
財
産
の
差
し
押
さ
え
等
の

厳
正
な
処
分
を
行
っ
て
い
る
が
、

納
税
の
意
志
が
有
る
場
合
に
は
、

個
々
の
事
情
を
聞
き
、
相
談
に

応
じ
て
い
る
。
納
税
の
公
平
を

期
す
る
意
味
で
も
職
員
は
日
々

努
力
し
、
適
正
な
事
務
を
行
っ

て
い
る
と
認
識
す
る
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
21
年
６
月
20
日
付
の
市

広
報
紙
で
「
自
然
病
む
三
番
瀬
」

と
強
調
し
て
い
た
が
、
こ
れ
で

は
三
番
瀬
の
環
境
が
相
当
悪
い

と
市
民
は
思
っ
て
し
ま
う
。
８

月
に
行
徳
支
所
長
が
三
番
瀬
保

全
団
体
と
の
懇
談
時
に
述
べ
た

認
識
と
こ
の
表
現
と
で
は
、
三

番
瀬
に
対
す
る
認
識
が
違
っ
て

い
る
。
訂
正
し
事
実
を
市
民
に

広
報
紙
で
「
自
然
病
む
」
と
な
ぜ
強
調

今
の
状
態
が
健
全
と
は
言
え
な
い
と
認
識

三番瀬の保全

知
ら
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

三
番
瀬
の
自
然
は
、
か
つ

て
の
良
い
状
態
と
は
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
お
り
、
今
の
状
態
が

健
全
と
は
言
え
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。
そ
う
し
た
現
状
認
識

に
立
ち
、
着
実
に
良
い
環
境
を

取
り
戻
し
て
い
く
努
力
を
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
広

報
紙
で
の
表
現
は
適
切
で
あ
る

と
判
断
し
て
い
る
。

不
公
平
感
の
是
正
に
配
慮
し
検
討
し
て
い
く

北
原
木
排
水
機
場

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

鬼
高
地
区
は
、
豪
雨
の
た
び

に
道
路
に
水
が
溢
れ
、
横
断
歩

道
を
渡
れ
ず
に
立
ち
往
生
す
る

人
や
裸
足
で
道
を
歩
く
光
景
を

目
に
す
る
。
自
家
用
車
が
故
障

す
る
な
ど
の
被
害
も
発
生
し
、

地
域
住
民
は
水
の
被
害
に
悩
ま

さ
れ
て
い
る
。
同
地
区
の
冠
水

対
策
の
現
状
を
問
う
。

答
　

鬼
高
地
区
の
抜
本
的
な
対

策
は
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
事

業
の
進
捗
に
合
わ
せ
た
雨
水
幹

線
の
整
備
と
高
谷
川
の
改
修
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

暫
定
策
と
し
て
、
真
間
川
へ

雨
水
を
放
流
す
る
北
原
木
排
水

機
場
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
化
と
水

路
横
断
管
の
設
置
等
で
、
被
害

が
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
軽
減
す

る
と
考
え
る
が
、
今
後
も
県
等

と
協
議
し
早
期
に
抜
本
策
が
図

れ
る
よ
う
努
め
る
。

鬼高地区の道路冠水
豪雨のたびに被害発生 対策は

排水機場の改良等で被害を軽減

下 水 道

行 政

行 政自 然


